
合併５０周年記念式典
　町功労の３８個人、１団体を表彰

新市の組織機構が決定

象潟町の国保事業の現状
　　経営状況をインタビュー

郷土資料館「象潟と北海道展」開催
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愛犬と一緒に

池　田　風　花　　　　冠　　 石

佐　藤　真　桜　　　　３４　　区

荒　木　雄　大　　　　小砂川２区

石　垣　陽　菜　　　　桜 ケ 丘

須　藤　真那斗 　　　　松 ケ 丘

齋　　　　楓　　　　　３４　     区

須　田　洸　海　　　　３４　     区
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４月１６日～５月１５日届け出分

平成１７年４月末現在
●広報に掲載を希望しない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

奥　山　貴　博　（川　　　袋）

長谷山　祐　子　（臨　　　海）

兼　松　研　太　（小　　　滝）

佐　藤　由　希　（大　谷　地）

松　野　広　大　（小　　　滝）

高　橋　明日香　（小　　　滝）

三　浦　茂　晃　（金　浦　町）

大　野　里　美　（大　谷　地）

菅　原　敏　一　（大　須　郷）

稻　葉　真　由　（仁 賀 保 町）
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ま　　　お

ゆう　　だい

ふう　　　か

はる　　　な

ま　な　と

ふう

ひろ　　　み

佐　藤　秀　樹　（１８歳）松 ケ 丘

齋　藤　スヱ子　（７８歳）潟見町２区

齋　藤　安　雄　（７５歳）本   郷

伊　東　千賀子　（５２歳）小砂川２区

須　田　　　子　（８６歳）本   郷

齋　藤　與　一　（８６歳）小         滝

鈴　木　　貞　　（９２歳）冠     石

亀卦川　君　子　（６７歳）観 音 森

赤　塚　秋　子　（７４歳）小砂川２区

齋　藤　忠　三　（６７歳）舟         岡

齊　藤　　清　　（７８歳）松 ケ 丘

金　山　正　勝　（６４歳）３０　　 区

佐　藤　チ　ヨ　（９０歳）小砂川２区

　５日・木村医院（☎４３―３３０８）
　１２日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
　１９日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）

 ２６日・神坂医院（☎３５―３１０８）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０７４　（　　７）〈－　１０〉

人　口　１２，８３７人（－１０）〈－１４８〉

　男　　　６，１４７人（－　５）〈－　８０〉

　女　　　６，６９０人（－　５）〈－　６８〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　４２人（１１０）    出生…　６人（３２）

転出…　４４人（１８９）    死亡…　１４人（　５８）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

く
　ん

く
　ん

く
　ん

く
　ん

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

・通勤途中のクリ－ンアップデー

・ビン収集日（指定袋）

・金峰神社祭典
　（小滝のチョウクライロ舞）

・諏訪祭典（おためし）

・ビン収集日（指定袋）

・町県民税１期納期限

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・全町クリーンアップ作戦

・燃えるごみ収集休み

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

（仁賀保町）

今
月
の
主
な
記
事

平成１７年６月号…２０

１４日（火）

１５日（水）

１６日（木）

１７日（金）

・本会議（開会・諸般
　の報告・行政報告・
　議案説明・一般質問）

・本会議（一般質問・
　議案質疑・常任委員
　会付託・常任委員会）

・常任委員会

・本会議（委員長報告・
　委員長報告に対する
　質疑・討論・採決・
　閉会）

※変更になる場合もありますので、詳
細については議会事務局（☎４３―
７５１１）へお問い合わせください。
　議会は、皆さんが傍聴することがで
きますので、気軽においでください。

６月は男女共同参画推進月間
男性も女性もそれぞれの個性と能

力を認め合いながら協力し合って、

豊かな社会をつくりましょう。

　５月２９日、町構造改善センター駐車場を会場に「犬のしつ
け方教室」が行われました。教室には、５２人の飼い主と３２匹
の愛犬が参加し、県動物保護センターと本荘保健所の職員に
よる指導のもと、散歩時に気をつけるポイントなど、犬を飼
うときの注意点を学びました。

　５月２９日、町構造改善センター駐車場を会場に「犬のしつ
け方教室」が行われました。教室には、５２人の飼い主と３２匹
の愛犬が参加し、県動物管理センター職員などによる指導の
もと、散歩時に気をつけるポイントなど、犬を飼うときの注
意点を学びました。

　５月２９日、町構造改善センター駐車場を会場に「犬のしつ
け方教室」が行われました。教室には、５２人の飼い主と３２匹
の愛犬が参加し、県動物管理センター職員などによる指導の
もと、散歩時に気をつけるポイントなど、犬を飼うときの注
意点を学びました。
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【
自
治
功
労
】

齋
藤
惣
太
郎
（
７８
歳
・
本
郷
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
５１
年
３
月

〜
平
成
１６
年
３
月

小
島
　
彌
一
（
７５
歳
・
荒
古
屋
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
５１
年
３
月

〜
平
成
１６
年
３
月

伊
藤
　
　
功
（
７１
歳
・
西
中
丿
沢
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
４７
年
３
月

〜
５８
年
１０
月

・
町
助
役
　
昭
和
５８
年
１１
月
〜
平

成
３
年
１０
月

　（故）

吉
川
　
淳
宏
（
享
年
８１
歳
・
小
滝
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
４３
年
３
月

〜
平
成
８
年
３
月

小
瀧
　
　
進
（
７０
歳
・
３２
区
）

・
町
収
入
役
　
平
成
４
年
９
月
〜

１６
年
６
月

佐
々
木
久
一
郎
（
７１
歳
・
本
郷
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
５５
年
３
月

〜
平
成
８
年
３
月

　（故）

佐
藤
　
邦
男
（
享
年
６４
歳
・
大
町
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
４７
年
３
月

〜
６３
年
３
月

須
田
　
壽
夫
（
６４
歳
・
関
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
６３
年
３
月

〜
平
成
１６
年
３
月

高
崎
　
竜
保
（
７５
歳
・
小
砂
川
１
区
）

・
町
議
会
議
員
　
昭
和
５１
年
３
月

〜
平
成
８
年
３
月

三
浦
　
　
皓
（
６９
歳
・
川
袋
）

・
町
助
役
　
平
成
４
年
９
月
〜
１６

年
６
月

佐
々
木
久
男
（
７６
歳
・
潟
見
町
１
区
）

・
町
行
政
協
力
員
　
昭
和
６０
年
４

月
〜
現
在

五
十
嵐
一
雄
（
７７
歳
・
向
山
）

・
町
行
政
協
力
員
　
昭
和
４１
年
４

月
〜
４７
年
３
月
、
６１
年
１
月
〜

現
在

【
産
業
功
労
】

加
藤
　
長
悦
（
７８
歳
・
小
砂
川
１
区
）

・
旧
県
南
部
漁
業
協
同
組
合
理
事

昭
和
４８
年
３
月
〜
平
成
１４
年
３

月
・
県
漁
業
協
同
組
合
理
事
　
平
成

１４
年
４
月
〜
現
在

齋
藤
　
昭
三
（
７７
歳
・
本
郷
）

・
町
農
業
委
員
　
昭
和
５９
年
５

月
〜
平
成
２
年
３
月
、
２
年
７

月
〜
１７
年
３
月

須
田
　
重
夫
（
６９
歳
・
関
）

・
旧
上
浜
農
業
協
同
組
合
理
事
　

昭
和
５３
年
４
月
〜
平
成
２
年
３

月
・
旧
象
潟
町
農
業
協
同
組
合
理
事

平
成
２
年
４
月
〜
９
年
３
月

・
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

理
事
　
平
成
９
年
４
月
〜
１３
年

６
月

須
田
　
藤
雄
（
７９
歳
・
下
浜
の
町
）

・
町
農
業
委
員
　
昭
和
５０
年
７
月

〜
５８
年
６
月
、
５９
年
７
月
〜
平

成
１１
年
７
月

須
藤
半
兵
衛
（
８０
歳
・
長
岡
）

・
旧
上
郷
業
協
同
組
合
理
事
　
昭

和
４４
年
４
月
〜
５５
年
３
月

・
旧
由
利
上
郷
農
業
協
同
組
合
理

事
昭
和
５７
年
８
月
〜
平
成
２
年

３
月

・
旧
象
潟
町
農
業
協
同
組
合
理
事

　
平
成
２
年
４
月
〜
３
年
４
月

平
尾
　
安
二
（
７５
歳
・
荒
古
屋
）

・
旧
県
南
部
漁
業
協
同
組
合
理
事

昭
和
４８
年
３
月
〜
平
成
１４
年
３

月
・
県
漁
業
協
同
組
合
理
事
　
平
成

１４
年
４
月
〜
現
在

川
袋
鮭
漁
業
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
（
代
表
・
池
田
甚
一
）

・
設
立
　
昭
和
４０
年
３
月
２
年
〜

現
在

「
合
併
５０
周
年
を
迎
え
、
今
日

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
わ
が
象
潟
町
は
、
関
係

町
村
の
住
民
の
方
々
の
理
解
と
、

各
方
面
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の
も

と
、
昭
和
３０
年
３
月
３１
日
に
旧
象

潟
町
、
旧
上
浜
村
、
旧
上
郷
村
の

３
町
村
が
い
わ
ゆ
る
昭
和
の
大
合

併
で
発
足
し
た
町
で
す
。
合
併
時

の
人
口
は
１
５
　
２
５
５
人
、
議

員
数
は
１
年
間
の
在
任
期
間
の
特

例
措
置
の
適
用
で
４８
人
、
行
政
組

織
は
、
６
課
１
室
２
支
所
で
職
員

数
が
７０
人
、
初
年
度
予
算
が
６
　

３
９
２
万
円
で
の
出
発
で
し
た
。

以
来
、
新
町
建
設
計
画
を
着
実
に

実
践
し
た
結
果
、
町
政
は
飛
躍
的

な
伸
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
か
つ
て
先
人
た

ち
が
経
験
し
た
も
の
と
異
な
っ
た

厳
し
い
試
練
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

今
後
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開
き
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
こ
そ

が
現
代
に
生
き
る
も
の
の
責
務
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。

今
日
ま
で
町
政
伸
展
の
た
め
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
輩
各

位
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
熱
意
と

ご
協
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
と
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
、

な
お
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」

３…平成１７年６月号 平成１７年６月号…２

昭
和
３０
年
３
月
３１
日
、
象
潟
町
、
上
浜
村
、
上
郷
村
が
合

併
し
、
今
年
で
満
５０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
「
象
潟
町
合
併
５０

周
年
記
念
式
典
」
が
５
月
２１
日
、
町
内
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開

か
れ
、
各
分
野
で
こ
れ
ま
で
町
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
３８

個
人
、
１
団
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

象
潟
町
長　

横
山
忠
長

《
歴
代
の
受
賞
者
》

昭
和
３４
年

佐
々
木
定
治
、
渡
辺
富
治
郎
、

木
内
与
七

昭
和
３５
年

森
染
之
助
、
金
利
三
郎
、
渡

辺
真
寿
郎
、
齋
藤
徳
松
、
後

藤
宮
蔵
、
横
山
善
四
郎
、
阿

部
貞
臣
、
齋
藤
梅
蔵
、
荒
木

五
郎
、
大
須
郷
土
地
改
良
区

昭
和
３６
年

齋
藤
リ
エ
、
佐
々
木
武
四
郎
、

今
川
専
勇
、
高
橋
順
治

昭
和
３７
年

齋
藤
善
治
郎
、
田
中
久
吉
、

須
藤
定
八

昭
和
３８
年

木
内
嘉
右
エ
門
、
池
田
甚
三

郎
、
竹
内
菊
治
、
齋
藤
吉
五

郎
、
佐
々
木
源
之
助
、
（故）
渡

辺
光
治

昭
和
３９
年

今
川
専
勇
、
須
藤
三
八

昭
和
４０
年

藤
井
マ
サ
ヨ
、
伊
藤
三
治
郎
、

（故）
伊
東
徳
治
郎
、
佐
藤
誠
治

昭
和
４１
年

土
門
寅
吉
、
国
松
治
理
、
（故）

渡
辺
丑
蔵
、
上
浜
小
学
校
子

ど
も
郵
便
局

昭
和
４２
年

須
田
喜
代
松
、
佐
々
木
修
介
、

菅
原
真
吉
、
伊
藤
三
治
郎
、

小
松
規
矩
男

昭
和
５１
年

阿
部
昌
己
、
（故）
池
田
喜
佐
治
、

神
坂
純
次
、
齋
藤
耕
次
、
（故）

齋
藤
吟
治
、
佐
々
木
鉄
五
郎
、

（故）
佐
々
木
春
之
助
、

（故）
菅
原

五
右
エ
門
、
（故）
高
尾
勇
、
竹

内
三
四
郎
、
（故）
武
田
勝
治
、

（故）
渡
部
直
治
、
井
上
大
蔵
、

（故）
奥
山
憲
三
、
齋
藤
正
一
郎
、

佐
々
木
利
七
、
佐
藤
一
三
、

（故）
須
藤
広
治
、
高
橋
正
吾
、

田
中
太
一
郎
、
（故）
山
田
健
二

郎
、
（故）
倉
田
芳
太
郎
、
佐
々

木
順
作
、
佐
藤
善
作
、
関
漁

業
生
産
組
合
、
本
郷
に
じ
鱒

漁
業
生
産
組
合
、
伊
藤
春
雄
、

木
村
経
男
、
結
柴
宗
雄
、
金

敏
子
、
齋
藤
治
一
、
（故）
佐
々

木
利
三
郎
、
佐
藤
雄
治
郎
、

篠
原
正
男
、
須
田
佳
弥
、
土

倉
益
栄
、
菊
地
健
治
、
佐
々

木
豊
蔵
、
佐
藤
義
雄
、
須
藤

富
夫
、
土
田
梅
之
助
、
土
井
弥

一
郎
、
横
山
慶
儀
、
池
田
千

之
助
、
後
藤
清
一
、
齋
藤
義

夫
、
田
中
モ
モ
ヨ
、
土
門
と
よ

町
政
の
伸
展
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
次
の
方
々
、

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

，

，

約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
記
念
式
典

▲

邦拜



５… 平成１７年６月号 平成１７年６月号…４

【
教
育
功
労
】

佐
々
木
敏
夫
（
７６
歳
・
大
町
）

・
町
教
育
委
員
　
平
成
５
年
１０
月

〜
１６
年
３
月

（故）

佐
藤
利
一
郎

　
　
　
（
享
年
７３
歳
・
小
浜
・
唐
ヶ
崎
）

・
町
教
育
委
員
　
平
成
４
年
１０
月

〜
８
年
１
月

【
民
生
功
労
】

加
藤
　
君
子
（
８５
歳
・
小
砂
川
１
区
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
　
昭
和
４６

年
１２
月
〜
平
成
７
年
１１
月

・
町
更
生
保
護
婦
人
会
　
昭
和
５５

年
４
月
〜
現
在

金
　
　
清
三
（
８２
歳
・
荒
古
屋
）

・
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
　
昭
和
４４
年
１
月
〜
４７
年

１２
月
、
５８
年
１
月
〜
現
在

齊
藤
　
サ
ツ
（
７４
歳
・
栄
町
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
　
昭
和
５２

年
１２
月
〜
平
成
１６
年
１１
月

佐
藤
　
正
雄
（
７６
歳
・
上
荒
屋
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
　
昭
和

４８
年
４
月
〜
５９
年
２
月
、
同
理

事
　
平
成
２
年
５
月
〜
１６
年
１１

月
・
民
生
委
員
児
童
委
員
　
昭
和
６１

年
１２
月
〜
平
成
１６
年
１１
月

須
田
　
滿
彌
（
７６
歳
・
長
岡
）

・
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
　
昭
和
４４
年
１
月
〜
現
在

【
保
健
衛
生
功
労
】

池
田
左
千
雄
（
６０
歳
・
横
町
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
５２
年
〜

現
在

伊
藤
　
　
隆
（
６７
歳
・
上
荒
屋
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
５０
年
〜

現
在

神
坂
　
　
陽
（
６３
歳
・
冠
石
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
４９
年
〜

現
在

後
藤
　
　
洋
（
６９
歳
・
３３
区
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
４７
年
〜

現
在

齊
藤
　
　
彰
（
６７
歳
・
駅
前
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
５０
年
〜

現
在

（故）

成
田
　
　
茂
（
享
年
６５
歳
・
本
郷
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
５４
年
〜

平
成
１４
年

宮
原
　
伸
二
（
６２
歳
・
岡
山
県
）

・
町
医
・
学
校
医
　
昭
和
４６
年
〜

５９
年

【
文
化
功
労
】

磯
村
朝
次
郎
（
７３
歳
・
秋
田
市
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
５
月
〜
１４
年
３
月

加
藤
　
雄
悦
（
７７
歳
・
大
砂
川
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
５
月
〜
１４
年
３
月

冨
樫
　
泰
時
（
６５
歳
・
秋
田
市
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
５
月
〜
１４
年
３
月

半
田
　
和
彦
（
６２
歳
・
秋
田
市
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
５
月
〜
１４
年
３
月

齊
藤
　
壽
胤
（
５１
歳
・
秋
田
市
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
５
月
〜
１４
年
３
月

渡
部
誠
一
郎
（
７３
歳
・
秋
田
市
）

・
象
潟
町
史
編
集
委
員
　
平
成
５

年
６
月
〜
１４
年
５
月

町功労者

昭
和
５２
年

須
田
惣
治
、
山
田
耕
一
郎
、

田
中
徳
郎
、
竹
内
大
助
、
齊

藤
敏
雄
、
森
慶
一
、
加
藤
定

治
昭
和
５８
年

（故）
土
門
三
之
丞
、
遠
藤
蔵
之

助
、
（故）
須
田
仲
次
郎
、
池
田

陸
司
、
井
上
英
二
、
八
島
安

信
、
佐
々
木
質
郎
、
齋
藤
モ

ト
エ
、
佐
藤
孝
、
桜
山
繁
太

郎
、
佐
々
木
幸
子
、
加
藤
良

三
、
佐
藤
精
一

昭
和
６０
年

池
田
鉄
治
、
伊
藤
與
四
吉
、

今
川
ヤ
ウ
、
佐
々
木
喜
久
朗
、

佐
々
木
徳
蔵
、
逸
見
茂
三
郎
、

山
口
四
郎
、
小
滝
舞
楽
保
存

会
、
県
立
仁
賀
保
高
等
学
校

吹
奏
楽
部

平
成
元
年

（故）
佐
々
木
甚
右
エ
門
、
池
田

修
三
、
石
垣
鶴
松
、
遠
藤
清

一
郎
、
梶
原
懿
寛
、
齋
藤
弥

市
、
佐
々
木
イ
エ
、
佐
々
木

謹
二
、
白
木
省
三
、
須
田
勘

兵
衛
、
須
藤
遠
吉
、
竹
島
延
、

武
立
俊
三
、
田
仲
義
男
、
土

田
喜
右
エ
門
、
羽
山
喜
男
、

眞
嶋
正
一
、
森
　
勇

平
成
７
年

（故）
池
田
誠
五
郎
、
（故）
伊
東

得
郎
、
岡
部
金
次
、
齊
藤
淑

子
、
佐
々
木
民
惠
、
佐
々
木

豊
一
郎
、
佐
々
木
要
治
、
佐

々
木
由
雄
、
佐
藤
鉄
郎
、
（故）

篠
原
敏
男
、
須
田
キ
ヤ
、
須

田
重
一
、
須
田
正
勝
、
（故）
高

橋
勘
蔵
、
竹
島
宏
、
畑
山
與

助
、
山
崎
義
雄

平
成
１３
年

池
田
安
人
、
伊
原
芳
伊
、
遠

藤
嘉
彦
、
加
藤
キ
ヨ
、
（故）
木

村
煥
、
熊
谷
能
忍
、
金
市
郎
、

齋
藤
盛
、
齋
藤
甫
、
齋
藤
喜

也
、
佐
々
木
勲
、
佐
々
木
三

郎
、
佐
々
木
み
よ
子
、
佐
々

木
弥
一
、
須
田
喜
一
郎
、
（故）

須
田
正
作
、
須
田
正
美
、
須

藤
勝
弥
、
須
藤
茂
子
、
高
橋

光
夫
、
土
井
辰
太
郎
、
土
門

効
、
（故）
土
門
政
治
郎
、
中
村

定
雄
、
新
田
光
弥
、
森
良
七

平
成
１６
年

大
井
勝
雄
、
岡
塚
斉
子
、
金

澤
美
惠
子
、
後
藤
竹
清
、

佐
々
木
太
治
郎
、
（故）
里
内
直

次
、
横
森
サ
チ
子
、
象
潟
町

日
中
友
好
協
会
、
横
岡
サ
エ

の
神
保
存
会
、
大
森
サ
エ
の

神
保
存
会

　　　　　　　　　　　　　　　　宮原伸二、齊藤彰、須田壽男、加藤雄悦、須田重夫

　佐々木久一郎、須田藤雄、半田和彦、磯村朝次郎、平尾安二、加藤長悦、五十嵐一雄、佐藤尚士、成田亮

横山助役、齋藤昭三、佐々木久男、須田滿彌、佐藤正雄、高崎竜保、伊藤功、池田昭二郎、金清三、後藤洋、大久保教育長

　　齊藤サツ、加藤君子、小島彌一、齋藤惣太郎、横山町長、榊原議長、渡部誠一郎、須藤半兵衛、三浦皓、小瀧進

（川袋鮭漁業生産組合）

（代理） （代理）

（故）吉川淳宏（故）佐藤　男佐々木敏夫（故）佐藤利一郎池田左千雄

神坂　陽（故）成田　茂冨樫泰時齊藤壽胤 伊藤　隆

受
賞
者
の
記
念
写
真

▲式典に出席された功労者の皆様による記念撮影（下記のお名前は写真順）

◇
今
回
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
々

▲表彰状は　町長から受賞者一人
　ひとりに手渡されました

邦拜



　計画総務係（熱変の基本計画、入札及び契約）　　計画調整係（調査計画、器具調

整）　　地区分割係（地区分割基本設計、供給遮断テスト）

　高齢者支援係（老人福祉センター管理、在宅介護支援センター管理）　　介護保険

係（介護保険全般）　　健康増進係（母子保健、各種健診、健康相談）

　総務係（福祉行政の総合計画、民生児童委員、献血）　　保護係（生活保護、行旅

人）　　福祉係（身体・知的障害者、子育て支援）

　総務係（センターの事務処理全般）　　業務係（処理施設の管理全般）

　生活安全係（交通安全、防犯対策）　　環境衛生係（廃棄物、公害対策、犬の登録

　庶務係（市議会全般）　　議事調査係（議会の議事・調査）

　企画統計係（市政施策の企画及び総合調整、企業誘致、土地利用計画、統計）　　

　広報広聴係（市広報紙の発行、広聴、ホームページ）　　地域交流推進係（広域行

政関係、国際・地域間交流、男女共同参画）

　医療科（医療、調剤）　　事務室（各種記録の整理、受付）

　市民税係（市税賦課、市税証明、申告相談）　　資産税係（固定資産の評価・賦課、

地籍調査）　　国保税係（国民健康保険税の課税）　　納税係（納税促進）

　行政係（条例・規則関係、表彰、情報公開、行政相談）　　人事秘書係（市長・助役

の秘書用務、渉外関係）　　総務係（文書関係、各庁舎の連絡調整、庁舎管理）

▲

７…平成１７年６月号 平成１７年６月号…６

　財政係（市財政の計画、予算の編成管理、基金）　　　管財係（市有財産管理、備品、

財産区）　　検査管理係（工事設計書・見積書等の審査および工事の検査）

　情報管理係（コンピュータの管理、情報システム関係）　　情報化推進係（情報化

施策、地域及び行政の情報化）

　会計係（公金等の出納・管理、決算の調整指定金融機関関係）

総務部

収入役室

議会事務局

総務課

企画課

財政課

税務課

情報システム課

会計課

農林課

農漁村整備課

商工課

観光課

建設課

都市整備課

下水道課

部局名　　　　　課　名　　　　　　　　　　　　　　　　　係　名（主な業務内容）　　

部局名　　　　　課　名　　　　　　　　　　　　　　　　　係　名（主な業務内容）　　

　事務局係（監査全般）

　総務係（国体の運営総括）　　推進係（国体の準備運営）

　市民班、農林水産班、建設班、商工観光班、福祉班、教育班

　総務班、税務班、市民班、福祉班

　総務班、税務班、農林水産班、建設班、商工観光班、教育班

　事務局係（選挙の執行管理、選挙人名簿の調製）

市民部

ガス水道局
（現仁賀保町
　ガス水道事業所）

市民課

生活環境課

清掃センター

健康福祉課

福祉事務所

診療所
（院内・小出）

市民サービスセンター

市民サービスセンター

市民サービスセンター

国体推進室

選挙管理委員会事務局

監査委員会事務局

産業建設部

農業委員会事務局

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲ ▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲▲

▲▲
▲

▲▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

　農政係（農業振興、山村振興、畜産振興）　　林務係（林業振興、鳥獣保護、治山・

治水）　　生産振興係（担い手育成、作況調査、農業経営指導）

　水産係（漁業の振興、漁港管理、海岸保全）　　土地改良係（農村環境整備、農業集

落排水事業の計画、農道）

　観光係（観光産業の育成指導、観光宣伝、特産物の開発）　　公園係（公園の維持管

理、景勝地の管理、自然保護）

　計画管理係（道路・河川・橋りょう台帳の管理、用地取得、市道の認定・廃止）　　

　建設係（公共土木工事、排水路整備、除雪）

　都市整備係（都市計画、宅地開発、街路事業）　　公営住宅係（市営住宅の建設・維

持管理）

　管理係（入札・契約、地球温暖化対策）　　事業推進係（管理・監督、施設管理）　

　クリーンセンター（センター管理、水質管理）

　総務係（教育委員会の会議、教育行政施策の企画、奨学資金）　　施設管理係（教育

財産の管理、学校施設の整備等）

　生涯学習係（成人式、文化祭、社会教育施設の管理）　　文化振興係（勤労青少年

ホーム、芸術文化団体の指導育成）　　社会体育係（社会体育・スポーツレクリエー

ション、体育指導委員の会議）

　文化財保護係（資料館施設の運営・管理、文化財資料の整理保存・展示）　　文化財

調査係（文化財の保護調査、資料の収集）

　管理係（施設の運営・管理、各種団体・機関等の連絡調整、定期講座・各学級教室）

　管理係（施設の運営・管理、各種団体・機関等の連絡調整、定期講座・各学級教室）

　管理係（施設の運営・管理、各種団体・機関等の連絡調整、定期講座・各学級教室）

　科学館係（施設の運営・管理、資料の整理・保存）

　図書館係（施設の運営・管理、広報および出版活動）

　ホーム係（施設の運営・管理、図書の管理、芸術文化事業の普及）

　ホーム係（施設の運営・管理、芸術文化事業の普及）

　記念館係（施設の運営・管理、資料の整理・保存、資料の収集）

　体育館係（体育館およびプールの運営・管理、社会体育団体の指導育成、スポーツ振

興）

　Ｂ＆Ｇ海洋センター係（施設の運営・管理、社会体育団体の指導育成、スポーツ振興）

　学校教育係（学校教育全般、学校医、幼稚園）　　学校給食係（学校給食栄養指導）

　事務局係（委員会総会・運営、農業者年金）

　商工振興係（企業融資、雇用対策、商工団体の育成指導）

　戸籍住民係（戸籍・住民登録、印鑑登録、市民証の発行）　　国保年金係（国保、

老保、国民年金、福祉医療）

　総務係（事業経営、入札及び契約、受付）　　経理係（経理事務、現金の出納及び

保管使用料の調定）

　水道係（施設の管理、水質検査、水道工事）　　ガス係（施設の管理、ガスの製造、

ガス工事）

教
育
委
員
会

青
少
年
ホ
ー
ム

現
金
浦
町
勤
労

現
所
在
地

管理課

事業課

熱量変更
推進室

総務課

学校教育課

社会教育課

文化財保護課
（現象潟郷土資料館）

仁賀保公民館

金浦公民館

象潟公民館

フェライト子ども科学館

図書館（こぴあ）

白瀬記念館

仁賀保青少年ホーム

金浦青少年ホーム

象潟体育館

Ｂ＆Ｇ海洋センター

合併協議会で確認された「にかほ市」の設置部局は次のとおりです。

※合併後、仁賀保地区消防組合は現在のまま、一部事務組合から市行政の一組織に編入されます。

部局名　　　　　課　名　　　　　　　　　　　　　　　　　係　名（主な業務内容）　　

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲

▲

５月２６日、仁賀保町総合福祉交流センター「スマ

イル」を会場に第２４回合併協議会が開催されました。

約４カ月ぶりに開かれた協議会では、平成１６年度決

算、平成１７年度予算、新市の事務組織及び機構が事

務局から報告されたほか、新市の市章の募集案が協

議されました。

▲約４カ月ぶりに開かれた合併協議会



※　　　は、先月号まで紹介した項目。　　　は、今月号で紹介している項目です。

89９…平成１７年６月号 平成１７年６月号…８

象潟庁舎

　社会福祉福祉法人象潟町社会福祉協議会につき、平成十七年三月二十二日開催の理事会及び

平成十七年三月二十五日開催の評議員会、社会福祉法人金浦町社会福祉協議会につき、平成十

七年三月二十二日開催の理事会及び評議員会並びに社会福祉法人仁賀保町社会福祉協議会につ

き、平成十七年三月二十二日開催の理事会及び平成十七年三月二十三日開催の評議員会におい

て、左記甲、乙及び丙は合併して「社会福祉法人にかほ市社会福祉協議会」を設立し、甲、乙

及び丙の権利義務一切を承継し、甲、乙及び丙は解散することを決議しましたので、この合併

に意義のある債権者は、平成十七年八月二十日までにその旨をお申し出下さい。

　　　　　平成十七年六月一日

　
　　　　　　　　甲　秋田県由利郡象潟町字浜山一二一番地二

　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人象潟町社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　理事（会長）　田　仲　晴　一

　　　　　　　　乙　秋田県由利郡金浦町金浦字金浦三二一番地一

　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人金浦町社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　理事（会長）　佐々木　松　美

　　　　　　　　丙　秋田県由利郡仁賀保町平沢字八森三一番地の一

　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人仁賀保町社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　理事（会長）　細　矢　鐵　雄　　

合併協定書には、合併の方式や期日、事務組織・機構、新

市建設計画など、合併協議会で協議し、とりまとめた事項が

記載されています。これから合併までの間に、あるいは新市

で調整する項目も残っていますが、これまでに確認した各種

料金・事務手続き等、住民の皆さんに関わりの深い項目を紹

介します。

№４

１　合併の方式

２　合併の期日

３　新市の名称及び新市の事務

所の位置等

４　財産及び債務の取扱い

５　議会議員の定数及び任期の

取扱い

６　農業委員会の委員の定数及

び任期の取扱い

７　地方税の取扱い

８　一般職の職員の身分の取扱

い

９　特別職の身分の取扱い

１０　条例、規則等の取扱い

１１　事務組織及び機構の取扱い

１２　一部事務組合等の取扱い

１３　使用料、手数料等の取扱い

１４　公共的団体等の取扱い

１５　補助金、交付金等の取扱い

１６　町名・字名の取扱い

１７　慣行の取扱い

１８　国民健康保険事業の取扱い

１９　介護保険事業の取扱い

２０　電算システム事業の取扱い

２１　各種事務事業の取扱い

　（１）姉妹都市等の取扱い

　（２）広報広聴の取扱い

　（３）消防防災関係の取扱い

　（４）納税関係の取扱い

　（５）公の施設の取扱い

　（６）保健関係事業の取扱い

　（７）生活環境関係事業の取扱い

　（８）各種福祉制度の取扱い

　（９）社会福祉協議会の取扱い

　（１０）上下水道事業の取扱い

　（１１）ガス事業の取扱い

　（１２）農林水産関係事業の取扱い

　（１３）商工観光関係事業の取扱い

　（１４）建設関係事業の取扱い

　（１５）学校教育関係の取扱い

　（１６）社会教育関係の取扱い

　（１７）町立学校の通学区域の取扱

　 い

　（１８）都市計画関係事業の取扱い

２２　新市建設計画

仁賀保町　　 　　　　　金　浦　町　　 　　　　　象　潟　町　　　　 　　　新　　市

奨
学
金
貸
付
事
業

◯総務省告示第四百十九号

　　　市町の廃置分合

　地方自治法（昭和二十二年法

律第六十七号）第七条第一項の

規定により、由利郡仁賀保町、

同郡金浦町及び同郡象潟町を廃

し、その区域をもってにかほ市

を設置する旨、秋田県知事から

届出があったので、同条第六項

の規定に基づき、告示する。

　右の処分は、平成十七年十月

一日からその効力を生ずるもの

とする。

　平成十七年四月八日

　　　　総務大臣　麻生　太郎

〈平成１７年４月８日、

　官報第４０７号から抜粋〉

象潟町金浦町仁賀保町

平成１７年１０月１日に誕生する「にかほ市」の市章

を募集します。市章は、市旗・バッジ・封筒等に使用

され、新市のシンボルとなるものです。新市の将来像

である「夢のあるまち　豊かなまち　元気な町」にふ

さわしい作品をお待ちしておりますので、ふるってご

応募ください。

詳細については、広報と一緒に配布されたチラシを

ご覧ください。（裏面が応募用紙になっています）

問い合わせ先　仁賀保町・金浦町・象潟町合併協議会

事務局（☎３２―３５１５）

貸付対象

・高等学校（これと同等の学

　校）以上に在学する生徒

・仁賀保町に１カ月以上在住

　する住民の子弟

・学資金の支弁が困難である

　家庭の者

貸付金額

・高等学校、高等専門学校

　　　　　　　　月額２万円

・大学と同程度　月額５万円

・大学　　　　　月額５万円

貸付方法

　年３期に分けて貸与

貸付期間

　貸与を受けた月から、その学

　校における正規の修学期間

貸付利子　　　無利子

返還方法

・高校生：卒業後貸与を受け

　た同じ月数内

・大学生以上：卒業後貸与を

　受けた２倍の月数内

貸付対象

・高等学校、高等専門学校、

　専門学校、大学

・金浦町に３カ月以上在住す

　る住民の子弟

・学資金の支弁が困難である

　家庭の者

貸付金額

・高等学校　月額１万円以内

・高等専門学校、短期大学、

　専門学校　月額３万円以内

・大学　　　月額４万円以内

貸付方法

　年３期に分けて貸与

貸付期間

　左記に同じ

貸付利子　　　無利子

返還方法

　卒業の６カ月後から貸与期

　間の２倍の期間内

貸付対象

・高等学校、高等専門学校、

　専門学校、短期大学、大学

・象潟町住民の子弟で、３カ

　月以上在住している人

・学資金の支弁が困難である

　家庭の者

貸付金額

・高等学校　月額１万円以内

・専門学校等

　　　　　　月額３万円以内

・大学　　　月額３万円以内

貸付方法　毎月または４カ月

　分以内を一括して貸与

貸与期間

　左記に同じ

貸付利子　　　無利子

返還方法

・高校生：卒業の６カ月後か

　ら５年間

・高等専門学校：卒業の６カ

　月後から３年４カ月間

・大学生：卒業の６カ月後か

　ら６年８カ月以内

象潟町の例に統一

仁賀保町の例に統一

高等学校　月額２万円以内

高等専門学校

　　　　　月額３万円以内

短期大学　月額４万円以内

専門学校　月額４万円以内

大学　　　月額５万円以内

仁賀保町、金浦町の

例に統一

現行のとおり

卒業の６カ月後から貸与を

受けた２倍の月数内とする

象潟町・金浦町・仁賀保町の社会福祉協議会では、３月２９日に合併調印式が行われ、１０

月１日の合併が正式に決定し、次のとおり公示されました。



―
私
は
今
年
の
４
月
か
ら
国
保

に
加
入
し
ま
し
た
。
象
潟
町
の
国

保
に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
ど

の
く
ら
い
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

国
民
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
よ
う

に
、
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
は
、

社
会
保
険
や
共
済
保
険
制
度
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

方
々
が
入
る
の
が
国
民
健
康
保
険

で
す
。

加
入
者
は
、
農
業
、
漁
業
、
自

営
業
、
年
金
生
活
の
方
な
ど
で
す
。

町
民
の
約
３３
％
に
あ
た
る
４
　

４
９
０
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

加
藤
さ
ん
は
、
教
職
に
就
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
退
職
さ
れ
て
も

２
年
間
は
共
済
保
険
に
任
意
継
続

で
き
た
と
思
い
ま
す
が
？

―
私
も
退
職
の
際
に
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
み
ま
し
た
。
夫
も
一
緒
に

退
職
し
ま
し
た
の
で
、
お
互
い
に

任
意
継
続
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

保
険
料
が
か
か
り
、
二
倍
の
保
険

料
に
な
り
ま
す
。
国
保
に
加
入
す

る
と
世
帯
単
位
で
の
加
入
に
な
る

の
で
、
比
較
す
る
と
安
く
済
む
よ

う
で
し
た
。

基
本
的
な
こ
と
の
確
認
に
な
り

ま
す
が
、
ど
ん
な
場
合
に
加
入
の

手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

国
保
に
加
入
す
る
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
離
職
し
た
場
合
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
職
場
の
方
で
手
続
き
を

し
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

病
院
に
行
く
機
会
が
な
い
と
国
保

へ
の
切
り
替
え
の
手
続
き
を
忘
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
離
職

し
て
他
保
険
か
ら
脱
退
す
る
と
、

国
保
加
入
の
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を
忘
れ
て

い
た
場
合
で
も
、
他
保
険
か
ら
脱

退
し
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
逆
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
国
保
に
加
入
し
て
い
た

人
が
就
職
し
て
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
、
脱
退
の
手
続
き

を
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
課
税

対
象
者
の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

―
昨
年
度
か
ら
象
潟
町
の
税
率

が
上
が
り
ま
し
た
。
税
率
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
も
の
を
基
準
に
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

国
保
税
は
、
世
帯
員
の
所
得
に

応
じ
る
「
所
得
割
」
、
世
帯
員
の

保
有
資
産
に
応
じ
る
「
資
産
割
」
、

世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
る
「
均

等
割
」
、
一
世
帯
ご
と
に
定
額
の

「
平
等
割
」
の
四
つ
を
合
算
し
て

年
税
額
と
な
り
ま
す
。

国
保
の
財
源
は
、
１
年
間
に
医

療
機
関
に
支
払
う
「
歳
出
」
に
見

合
っ
た
分
だ
け
の
「
歳
入
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
国
か
ら
の
負
担

が
５０
％
、
残
り
の
５０
％
を
国
保
税

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
実
際
は
県
と
町
で
も
負
担
し

て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
が
負
担

す
る
の
は
４０
％
く
ら
い
で
す
。
こ

の
４０
％
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
税

率
等
を
試
算
し
て
い
ま
す
。
こ
の

４０
％
が
確
保
で
き
な
い
と
国
保
運

営
が
難
し
く
な
る
ん
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
１５
年
度
の
決

算
状
況
を
見
て
み
る
と
、
国
保
税

の
割
合
が
３０
％
以
下
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
１３
年
以
降
の
経
済

不
況
に
よ
る
離
職
者
の
国
保
加
入
、

平
成
１４
年
に
老
人
保
健
の
対
象
が

７０
歳
か
ら
７５
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
は
、
老
人
保
健
の
対
象

に
な
っ
て
い
た
人
が
引
き
続
き
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

被
保
険
者
が
急
激
に
増
え
た
こ
と

で
医
療
費
も
当
然
増
え
ま
し
た
。

特
に
本
町
は
、
他
町
と
比
較
し

て
医
療
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
て
、

町
民
に
と
っ
て
は
安
心
で
す
が
、

反
面
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
医
療
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、

医
療
費
も
年
々
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
は
増
え
ま
し

た
が
、
国
全
体
の
不
景
気
で
所
得

が
減
り
、
資
産
も
減
っ
た
こ
と
か

ら
、
歳
入
確
保
が
年
々
難
し
く
な

り
、
赤
字
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
し
の

い
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
限

界
と
な
っ
て
税
率
の
引
き
上
げ
が

必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

税
率
を
定
め
る
に
は
、
被
保
険

者
代
表
、
医
師
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
る
国
保
運
営
協
議
会

に
諮
り
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
原

案
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
議
会
に

提
案
し
、
承
認
さ
れ
る
と
正
式
に

決
定
さ
れ
ま
す
。

―
保
険
税
の
収
入
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
滞
納
の

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

町
で
は
、
低
所
得
者
の
た
め
に

条
例
で
減
免
措
置
を
定
め
て
い
ま

す
。
所
得
に
応

じ
て
２
割
・
５

割
・
７
割
を
軽

減
す
る
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も

滞
納
者
は
い
ま

す
。
１５
年
度
の

決
算
で
は
、
収

納
率
は
約
９５
％

で
１
　
６
０
０

万
円
の
滞
納
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
累

積
で
は
約
７
　

０
０
０
万
円
に

も
な
り
ま
す
。
国
保
は
相
互
扶
助

方
式
で
運
営
し
て
い
る
事
業
で
す

か
ら
、
公
平
に
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
合
併
を
控
え
て
い
ま
す
が
、

３
町
間
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
３
町
間
の
調
整
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
の

は
、
市
単
独
で
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
グ
に
対
す
る
助
成
や
葬
祭
費

の
支
給
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
合

併
後
す
ぐ
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

税
率
は
、
２０
年
度
か
ら
３
町
統

一
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は

そ
れ
ぞ
れ
３
町

不
均
一
課
税
と

な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
同
様
、

３
年
間
は
旧
町

ご
と
に
国
保
運

営
費
を
確
保
し

て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
は
、
昨
年

度
の
見
直
し
で
、

数
年
間
の
見
通

し
が
た
っ
て
い

ま
す
。
金
浦
、

仁
賀
保
町
は
、

こ
れ
ま
で
の
象

潟
町
同
様
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

す
の
で
、
税
率
を
引
き
上
げ
る
か
、

保
有
基
金
の
取
り
崩
し
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
税
率
の
統

一
は
３
年
先
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
に
医
療
費
の
状
況
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
で
、
引
き
上

げ
か
、
引
き
下
げ
か
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
段
階
で
予

想
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

―
国
保
の
し
く
み
、
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
背
景
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
保
険
税
を

払
う
側
と
し
て
、
知
ら
な
い
ま
ま

で
は
い
け
な
い
で
す
ね
。
今
日
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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象
潟
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は
昨
年
度
、
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
運
営
状
況
は
改
善
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

合
併
を
控
え
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年

４
月
か
ら
国
保
に
加
入
し
た
加
藤
昌
子
さ
ん
（
２８
区
）
が
、
木
内

利
雄
町
民
課
長
に
経
営
状
況
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

町
民
の
約
３
割
が

国
保
に
加
入

健
全
運
営
を
確
保
す
る
た
め

税
率
を
引
き
上
げ

合
併
後
の
国
保
税

統
一
は
平
成
２０
年
度
か
ら

加藤　昌子さん（２８区）
しょうこ

教職を退職し、今年４月
から国民健康保険に加入。
国保について勉強中です。

町民課長

　木内　利雄

，

，

，

▲本町は医療環境に恵まれ、検診等も充実しています
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日
本
海
海
運
の
拠
点
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
象
潟
は
、
日
本
海
沿
岸

の
中
で
も
特
に
北
海
道
と
の
往
来

が
盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
今
回
の

展
示
で
は
、
本
町
に
遺
る
た
く
さ

ん
の
北
海
道
関
連
の
文
物
、
そ
し

て
菅
江
真
澄
を
中
心
に
象
潟
を
訪

れ
た
文
人
た
ち
の
記
録
、
北
海
道

で
活
躍
し
た
本
町
出
身
の
人
々
の

足
跡
を
と
お
し
て
、
象
潟
と
北
海

道
の
深
い
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間
は
６
月
１
日
か
ら
来
年

の
５
月
２１
日
ま
で
で
す
。

本
町
の
『
関
村
伝
来
文
書
』
な
ど
に
は
、
元

禄
９
年
（
１
６
９
６
）
か
ら
文
化
４
年
（
１
８

０
７
）
ま
で
、
本
町
の
幕
府
領
１０
カ
村
の
年
貢

米
の
ほ
と
ん
ど
が
「
松
前
渡
米
」
と
し
て
北
海

道
に
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
年
貢
米
は
塩
越
港
の
近
く
に

あ
っ
た
御
料
御
蔵
に
一
時
保
管
さ
れ
た
後
に
輸

送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寛
文
９
年
（
１
６
６
９
）
に
は
、
象
潟
か
ら

北
海
道
に
渡
っ
た
漁
夫
１８
人
が
ア
イ
ヌ
人
と
和

人
と
の
争
い
（
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
）
に

巻
き
込
ま
れ
て
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寛
政
２
年
（
１
７
９
０
）
に
象
潟
を
訪
れ
た

尊
王
思
想
家
の
高
山
彦
九
郎
は
『
北
行
日
記
』

に
「
塩
越
町
５
０
０
件
余
り
の
う
ち
３
０
０
人

が
松
前
に
行
っ
て
稼
い
で
い
る
」
と
記
録
し
て

い
ま
す
。

天
明
４
年
（
１
７
８
４
）
に
象
潟
を
訪
れ
た

菅
江
真
澄
は
、
『
秋
田
の
か
り
ね
』
で
塩
越
の

漁
師
は
ア
ツ
シ
を
着
て
マ
キ
リ
を
腰
に
さ
し
て

歩
い
て
い
る
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

享
和
２
年
（
１
８
０
２
）
に
象
潟
を
測
量
し

た
伊
能
忠
敬
の
日
記
に
は
「
呑
頃
に
て
所
々
を

測
る
」
と
あ
り
ま
す
。
「
ノ
ゴ
ロ
」
は
現
在
の

物
見
山
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
語
で
岬
を
意
味
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
に
渡
っ
た
象
潟
出
身
の
人
々
の
生
家

な
ど
に
は
北
海
道
関
連
の
文
物
が
遺
さ
れ
、
先

祖
の
労
苦
や
栄
光
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
特
に
、
東
蝦
夷
地
の
漁
場
を
巡
回
し

た
記
録
の
「
東
蝦
夷
往
来
日
記
」
、
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
の
風
俗
を
伝
え
る
「
ア
イ
ヌ
人
物
屏

風
」
、
世
界
初
の
版
本
の
ア
イ
ヌ
語
辞
典
で
あ

る
「
藻
汐
草
」
な
ど
は
、
往
時
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

北
海
道
と
の

関
わ
り
を
示
す
記
録

象
潟
に
遺
る

北
海
道
関
連
の
文
物

菅
江
真
澄
肖
像
画

　
（
秋
田
県
立
博
物
館
蔵
）

▲アツシ（中橋・須田正美氏蔵）

▲アイヌ語辞典の「藻汐草」（新町・森ミチ子氏蔵）

▲菅江真澄が３泊した塩越の旅館「岡本屋」
　（明治のころ）

▲「アイヌ人物屏風」（島・木内章夫氏蔵）

▲伊能忠敬が測量の基点とした「呑頃」（物見山）

の
こも

ん
じ
ょ

の
ご
ろ

も
し
お
ぐ
さ

え
　
ぞ

▲

びょうぶ



象潟小の５年生が５月１１日、上浜小年生の

５・６年生が１３日、上郷小の５・６年生が１８日、

それぞれ田植え作業の体験学習を行いました。

ほとんどの児童は田植え作業が初体験。裸足

で入った田んぼの感触に奇声をあげる児童がた

くさんいましたが、腰をかがめながら、小さな

苗を丁寧に植えていました。

8

▲上浜小学校（大砂川地内）

▲上郷小学校（小滝地内）

平成１７年６月号…１４１５…平成１７年６月号

須藤　良一さん
（松ケ丘／７３歳）

　土門　蓉子さん
   （下荒屋／６７歳）

須藤　文男さん
（大須郷／６６歳）

元
消
防
指
令
長

元
町
議
会
議
長

象
潟
小
学
校
（
向
山
地
内
）

長年にわたり町民の人権擁護と人権思想の普及・高揚に貢献さ
れました。

象
潟
は
空
手
道
競
技
の

開
催
地
で
す

５
月
１２
日
、
秋
田
わ
が
杉
国
体

象
潟
町
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会

が
、
役
場
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
平
成
１９
年

に
開
催
さ
れ
る
「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」
に
向
け
、
１１
年
に
準
備
委
員

会
を
設
立
し
、
開
催
準
備
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。
国
体
開
催
ま

で
約
２
年
と
な
り
、
よ
り
充
実
し

た
体
制
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
組
織

の
強
化
、
拡
大
を
進
め
た
い
と
考

え
、
こ
の
ほ
ど
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

実
行
委
員
会
は
、
町
議
会
、
町

内
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
等
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
日
、
実

行
委
員
長
の
横
山
町
長
か
ら
委
嘱

状
が
委
員
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

１８
年
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の

開
催
、
翌
年
に
は
本
大
会
と
続
い

て
い
き
ま
す
。
住
民
総
参
加
の
も

と
、
国
体
気
運
を
熱
く
盛
り
上
げ
、

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
成
功
を
目
指

し
ま
す
。

県
で
は
、
１９
年
度
に
開
催
さ
れ

る
第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」
の
運

営
を
支
え
る
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
す
る
た
め
、
講
習
会
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

条
件
　
▽
県
内
在
住
の
平
成
元
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
　
▽
手
話
に
よ
る
簡
単
な

日
常
会
話
が
で
き
る
人
　
▽

県
の
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

登
録
し
、
大
会
期
間
中
活
動

で
き
る
人

募
集
人
員
　
３０
人
程
度

講
習
日
時
　
７
月
５
日
　
以
降
毎

週
火
曜
日
　
午
後
６
時
３０
分

〜
８
時
３０
分

講
習
会
場
　
由
利
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
由
利
本
荘
市
）

そ
の
他
　
受
講
料
無
料
、
交
通
費

は
自
己
負
担

募
集
締
切
　
６
月
２０
日

申
込
方
法
　
由
利
地
域
振
興
局
福

祉
環
境
部
、
社
会
福
祉
事
務

所
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み

用
紙
で
、
県
聴
力
障
害
者
協

会
（
　
０
１
８
―
８
６
４
―

２
７
８
２
）
へ

問
い
合
わ
せ
先
　
県
総
務
企
画
部

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
局
（
☎
０
１
８
―
８
６
０

―
５
２
５
４
）

今
年
の
９
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
象
潟
町
民

体
育
館
を
会
場
に
『
第
３２
回
東
北
総
合
体
育
大
会
空

手
道
競
技
会
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
迫
力
あ
ふ
れ
る
高
校
生
た
ち
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
試
合
を
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

▲

ＦＡＸ

（火）

（月）



　佐々木涼乙菜　
　　　（２歳・川袋）

ｖｏｌ．２７ｖｏｌ．２７

秋
田
か
ら
愛
知
県
に
就
職
し
て
早
く
も
２０
年
が
た
ち
ま
し

た
。
す
で
に
秋
田
で
過
ご
し
た
年
月
を
超
え
、
こ
ち
ら
で
の

生
活
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
縁
あ
っ
て
、
高
校
時
代
の
ボ
ー
ト
競
技
を
通
じ
、
現

在
の
電
力
会
社
に
就
職
し
、
今
も
社
会
人
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
今

年
、
日
本
代
表
を
４
名
選
出
し
、
今
年
８
月
に
岐
阜
県
長
良

川
で
行
わ
れ
る
ア
ジ
ア
初
の
世
界
選
手
権
に
向
け
、
日
夜
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
は

６
月
は
じ
め
に
行
わ
れ
る
全
日
本
選
手
権
優
勝
を
目
指
し
最

後
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

遠
く
離
れ
た
地
に
お
い
て
も
、
ボ
ー
ト
を
通
し
て
秋
田
出

身
の
他
団
体
・
大
学
の
選
手
と
交
流
を
持
っ
た
り
、
母
校
か

ら
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
依
頼
で
、
年
に
数
回
帰
省
し
た
り
と
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
は
常
に
距
離
感
な
く
い
つ
ま
で
も
行
き
来

で
き
る
場
所
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
（
昨
年
は
週
に
２
往

復
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
）
。
平
成
１９
年
に
行
わ
れ
る
秋

田
国
体
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
、
愛
知
県
は
産
業
が
好
調
で
、
今
世
紀
最
初
の
『
愛
・

地
球
博
』
の
開
催
、
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
も
開

港
し
、
非
常
に
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
皆
さ
ん
も

ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
、
愛
知
県
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　六平　　元さん
（愛知県豊明市在住
　＝中橋町出身・３９歳）
　

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは６月１７日（金）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は７月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の

方です。（敬称略）

須田柳子（松ケ丘）、斎藤敏（鳥の海１

区）、阿部慎（鳥の海２区）、高橋ヨシ

ノ（３３区）

　おうちの近くに牛

がいるんだよ。毎日見

に行ってるんだよ

　マジレンジャーがだ～
い好き。大きくなったら
ぜったいマジグリーンに
なるんだ！

ち　ゃ　　ん

山内　　蓮　　
　　（３歳・浜畑）

ち　ゃ　　ん

り　お　な

げん

れん

　５月２９日、栗山池公園にお母さんと一緒に

さんぽに来ていた元気いっぱいの二人。

ちか　　　うし

い

まいにち　み

す　　　　　おお

雪
柳
水
面
に
う
つ
る
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

雪
柳
飛
砂
の
垣
根
の
畑
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

持
ち
寄
り
し
お
講
の
供
華
に
小
米
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

ふ
る
さ
と
の
山
逆
様
に
代
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
雄

公
務
員
農
機
に
乗
っ
て
五
月
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
作
　
男

蚶
満
珠
寺
の
庭
の
静
け
さ
太
樟
の
木
の

古
葉
風
な
き
春
の
日
に
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

青
春
と
は
心
の
持
ち
や
う
と
励
ま
さ
れ

古
希
な
る
我
の
心
昂
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
　
野
　
京
　
子

葉
桜
と
な
り
て
田
植
ゑ
も
無
事
す
め
ど

冷
た
き
風
雨
に
補
植
進
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
三
　
郎

咲
き
残
る
枝
垂
れ
桜
に
さ
み
ど
り
の

若
葉
芽
吹
き
て
風
に
す
が
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
　
啓
一
郎

鳴
き
天
井
に
打
つ
柏
手
の
こ
だ
ま
し
て

随
神
門
に
神
意
を
お
ぼ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
　
勇

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰５０年

㈪書棚

㈫サケ

㈰象潟町・上浜村・上
郷村が合併した当初、
行政組織は「○課○
室○支所」でスター
ト

㈪象潟町で国民健康保

険に加入している人

は何人？
㈫今月から開催された
郷土資料館の企画展
は？

平成１７年６月号…１６１７…平成１７年６月号

中
橋
町
　
　

佐
藤
　
　
元
さ
ん
（
２４
歳
）

　
　
　
　
　
　
―
会
社
員
・
神
職
―
　

神職をしているということですが
「うちは代々、八幡神社の宮司をしています。自分の

代で絶えることのないように日々勉強中です」

趣味は何ですか
「小学生のときからバスケットボールをしています。

現在も象潟クラブで続けています」

目標はありますか
「バスケットボールをしている子どもたちの指導に携

わってみたいですね」

性格は
「少し気が短いとこがありますね」

理想の女性のタイプは
「母親のように物静かなタイプの人がいいですね」

げ
ん

た
か

た
　
ぶ

し
　
だ

▲ジョナサンも参加し、初めての運動会で
　ハッスル！

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン

昨
年
７
月
に
来
町
し
、
２
学
期
か
ら
象

潟
中
学
校
、
上
浜
・
上
郷
小
学
校
で
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

先
日
、
土
曜
日
な
の
に
学
校

に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
象

潟
中
学
校
の
大
運
動
会
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
の
試
合
や
大
会
は
あ
り
ま
す
が
、
運
動

会
み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
た
ち
が
、
「
鵬
」
「
大
澗
」
「
鳥

海
」
「
九
十
九
」
の
４
つ
の
軍
に
分
か
れ

ま
し
た
。
私
は
な
ぜ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

鵬
軍
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
競
技
を
す
る
の
は
、
と
て

も
楽
し
く
て
、
ち
ょ
ぴ
り
お
か
し
か
っ
た

で
す
。
例
え
ば
縄
跳
び
で
す
。
ア
メ
リ
カ

に
も
縄
跳
び
は
あ
り
ま
す
が
、
３
、
４
人

で
跳
ぶ
だ
け
で
、
３０
人
も
の
人
数
で
は
や

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ク
ラ
ス
全
員
で
跳
ぶ

縄
跳
び
に
み
ん
な
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
動
会
で
、
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
応
援

し
て
、
楽
し
ん
で
い
る
生
徒
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
私
は
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
ら
、

運
動
会
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

つ
　
く
　
も

お
お
と
り

お
お
ま



◆「大内さつきまつり」
期間　開催中～６月１９日（日）

時間　午前８時３０分～午後５時

場所　さつき栽培センター（大内地域）

問い合わせ先　さつき栽培センター

　　　　　　　（☎６７―２３１５）

◆「２００５鳥海「新緑まつり」
期間　６月５日（日）

時間　午前９時３０分～午後３時

場所　鳥海健康広場（雨天時：トレーニン

　　　　グセンター）

内容　藤かおり・山瀬まみの歌謡ショー、

　　　　百宅そば早喰い大会ほか

問い合わせ先　鳥海総合支所産業課

　　　　　　　（☎５７―２２０５）

１９…平成１７年６月号 平成１７年６月号…１８

応
募
資
格
　
本
町
に
在
住
す
る
３０
歳

以
上
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
が
あ
り
、
自
家
用
車
を
持
ち

込
み
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

人

業
務
内
容
　
町
税
等
を
預
か
る
業
務

お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
業
務

（
休
日
出
勤
を
含
む
月
に
２０
日

間
程
度
）

待
遇
　
時
給
９
０
０
円
（
１
日
の
う

ち
必
要
と
認
め
る
時
間
帯
、
事

務
整
理
時
間
を
含
む
、
ほ
か
町

の
規
則
に
よ
る
）

募
集
人
員
　
若
干
名

任
用
期
間
　
９
月
３０
日
ま
で

応
募
方
法
　
指
定
の
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
６
月
９
日
（木）
ま
で
町

税
務
課
に
持
参
。
書
類
選
考
後
、

面
接
に
よ
り
決
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
税
務
課

（
☎
４３
―
７
５
０
２
）

交
付
要
件

▽
町
内
に
事
業
所
を
持
つ
事
業
主

で
、
本
町
に
在
住
す
る
中
学
校
、

高
校
の
１６
年
度
新
卒
者
と
１
年
以

上
の
雇
用
契
約
を
交
わ
し
た
人

▽
お
お
む
ね
８
時
間
勤
務
を
基
本

と
す
る
雇
用
で
あ
る
こ
と

▽
雇
用
契
約
の
締
結
が
、
卒
業
年

度
の
末
日
か
ら
３
カ
月
以
内
（
６

月
末
日
ま
で
）
で
あ
る
こ
と

以
上
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
新
卒
者
が
直
系
血
族
で
あ
る
場
合
、

あ
る
い
は
事
業
主
に
諸
税
・
公
共
料

金
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

助
成
金
額
　
雇
用
一
人
に
つ
き
１０
万

円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
商
工
観

光
課
商
工
係
（
☎
４３
―
７
５
０

４
）

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
６
月
６
日

受
付
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
リ
ズ
ム
体
操

▼
リ
ハ
ビ
リ
学
級

期
日
　
６
月
１６
日

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
乳
児
健
診

期
日
　
６
月
１７
日

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０

時
４５
分
〜
５５
分

　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

〜
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
１６
年
６
月
、
１１
月
、
１７

年
１
月
２０
日
〜
２
月
１６
日
生
ま

れ
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

対
象
　
秋
田
県
内
に
在
住
す
る
母
子

家
庭
の
母
、
寡
婦

受
講
期
間
　
７
月
５
日
　
〜
１３
日
　

の
間
の
５
日
間

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
礎
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と

活
用

場
所
　
仁
賀
保
町
公
民
館

受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
福

祉
課
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
に

備
え
付
け
の
申
込
書
を
６
月
２７

日
（月）
ま
で
提
出

期
日
　
７
月
３
日

開
会
式
　
午
前
９
時
１５
分

場
所
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
６
月

２０
日
　
ま
で
、
町
民
体
育
館
備

え
付
け
の
申
込
書
を
事
務
局
・

前
田
智
昭
（
☎
ＦＡＸ
兼
用
４３
―
４

３
９
５
）
へ

◆
４０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
資
格
　
選
手
年
齢
４０
歳
以
上

（
合
計
年
齢
が
３
６
０
歳
を
超

え
れ
ば
３０
歳
代
で
も
可
）

参
加
料
　
５
　
０
０
０
円
（
当
日
持

参
）

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
資
格
　
由
利
郡
在
住
の
女
子
社

会
人

参
加
料
　
４
　
０
０
０
円
（
当
日
持

参
）

日
時
　
６
月
１６
日
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋

田
（
秋
田
市
）

内
容
　
▽
基
調
講
演
会
「
経
営
戦
略

と
し
て
の
女
性
活
躍
推
進
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
労
働
局
雇
用

均
等
室
（
☎
０
１
８
―
８
６
２

―
６
６
８
４
）

乳
が
ん
体
験
者
同
士
が
心
の
交
流

を
通
し
て
、
不
安
を
解
消
し
明
る
く

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
す
る
「
あ
じ
さ
い
の
会
」（
代
表
・

加
藤
サ
ク
）
で
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

場
所
　
鶴
舞
会
館
（
由
利
本
荘
市
）

講
師
　
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

渡
辺
公
美
子
さ
ん

テ
ー
マ
　
色
彩
と
心
理
〜
色
が
心
に

与
え
る
影
響
〜

問
い
合
わ
せ
先
　
加
藤
サ
ク
（
☎
３６

―
３
７
６
９
）

期
日
　
６
月
４
日
　
、
８
日
　

時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子

問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
募
集
事

務
所
（
☎
２２
―
３
４
７
９
）

仁賀保町

， ，

　
４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教

室
が
あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分
〜

  ボランティアセンター
　　休館のお知らせ
　ボランティアセンターは、害

虫駆除のため、次のとおり閉館

します。

　６月３日（金）　午後３時から

　６月４日（土）　終日

　６月５日（日）　終日

問い合わせ先　町企画課企画係

　（☎４３―７５１０）

路
線
バ
ス
の
運
行
経
路
が
変
わ
り
ま
す

ガ
ス
水
道
管
入
替
工
事
に
伴
い
、
旧
国
道
を

運
行
し
て
る
上
浜
・
上
郷
方
面
の
バ
ス
路
線
が

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
一
般
車

輌
は
片
側
交
互
通
行
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

う
回
期
間
　
６
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
（
予
定
）

工
事
期
間
　
５
月
１７
日
〜
８
月
１０
日

工
事
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

代
替
バ
ス
停

　
象
潟
新
町
　
　
駅
前
十
字
路

　
荒
屋
　
　
荒
屋
（
郵
便
局
付
近
）

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
羽
後
交
通
象
潟
営
業
所
（
☎
４３
―
２
３
２
０
）

工
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
ガ
ス
水
道
事
業
所（
☎
４３
―
２
４
５
０
）

↓

↓

象潟駅

〒

国道７号

北
都

銀
行

み
ど
り

中
央
公
園

工事区間

荒屋停留所

駅前十字路
停留所

役
場
人
事

　
　
　
（
　
　
）
内
は
異
動
前

【
退
職
　
５
月
３１
日
付

】

▽
福
祉
課
福
祉
係
主
事
補
　
伊
藤
佳

奈【
異
動
　
６
月
１
日
付

】

▽
福
祉
係
主
査
＝
由
利
地
域
振
興
局

福
祉
環
境
部
由
利
福
祉
事
務
所
派
遣

勤
務
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主

査
）
土
門
好
子

▽
社
会
教
育
係
主
査
（
農
林
水
産
課

農
政
係
主
査
）
佐
々
木
美
和

県
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
が
学
校
に
足
を
運
び
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
み
ん
な
の
登

校
日
』
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
学

校
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
登
校
し
て
い
た
だ
く
際
に
は

ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
象
潟
中
学
校
】

　
５
月
３０
日
　
〜
６
月
３
日
　

【
象
潟
小
学
校
】

　
６
月
２０
日
　
〜
６
月
２４
日
　

【
上
浜
小
学
校
】

　
６
月
１４
日
　
〜
６
月
１７
日
　

【
上
郷
小
学
校
】

　
６
月
１３
日
　
〜
６
月
１７
日
　

『
み
ん
な
の
登
校
日
』
を
実
施

（月） （月） （月）

（月）

（月）

（火）

（火）

（水）

（水）

（木）

（木）

（金）（金） （金） （金）

（金）

（土）

（日）


